
藤1岡■雌蝉:が

'連

覇
地域の名産品で工夫

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の

弁
当
作
り
に
取
り
組
む

生
徒
た
ち

２
年
連
続

で
藤
岡
北
中

（竹
内
真
奈
美
さ
ん
、
新
井

榛
名
さ
ん
、
久
保
芙
華
さ

ん
）
が
選
ば
れ
た
。来
年
１

月
に
都
内
で
開
か
れ
る
全

国
大
会
に
推
薦
さ
れ
る
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
家
庭
科

で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か

し
、
食
べ
て
も
ら
う
人
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
弁
当

を
作
る
こ
と
で
、
身
近
な

人
と
の
か
か
わ
り
の
大
切

」、
食
の
重
要
性
を
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

今
回
は
１３
チ
‐
ム
が
参

加
、
３
人
■
チ
ー
ム
を
基

本
に
４
人
分
の
弁
当
を
作

っ
た
。
予
算
は
■
人
８
０

一０
円
以
内
で
、
誰
の
た
め

一れ
“
一
一
中
一
時
黎
』
一

ｌ
ｔ
ｈ
ｙ
弁
当
」
を
テ
ー

マ
に
、
同
校
で
英
語
を
指

導
す
る
教
諭
に
向
け
た
弁

当
を
作

っ
た
。
カ
ジ
キ

マ

グ
ロ
を
素
材
に
し
た
和
風

ヘ
ル
シ
ー
フ
ィ
ッ
シ

ユ
バ

ー
ガ
ー
が
メ
ー
ン
で
、
揚

・げ
ず
に
焼
い
て
健
康
面
に

一配
慮
し
た
。

３
人
は
昨
年
の
全
国
大

会
で
思
う
よ
う
な
成
績
が

挙
げ
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と

か
ら
、
〈
フ
年
こ
そ
と
い
う

気
持
ち

で
臨

ん
だ
と
言

い
、
代
表

の
竹
内
さ
ん
は

「
練
習
時
間
が
短
く

て
大

一変
だ

っ
た
。
１
回
１
回
の

練
習
を
大
切
に
し
、
３
人

瀦
耀
夢
肇
獄
「

ｃれ
た
。

生
徒
た
ち
は
、

９０
分

の

内
に
役
割
分
担

一̈燕われ卑辞̈̈
一

第
Ｈ
回
全
国
中
学
生
創

造
も
の
づ
く
り
教
育
フ
ェ

ア
「あ
な
た

の
た
め
の
お

べ
ん
と
う

コ
ン
ク
ー
ル
」

県
大
会
（県
中
学
校
技
術
。

家
庭
科
部
会
主
催
）
が
１０

日
、
前
橋
市
小
屋
原
町
の

群
馬
調
理
師
専
門
学
校
で

開
か
れ
、
最
優
秀
賞
に
は

ジ
マ
ス
、雑
穀
米
と
い
っ

毛

ざ

鎌

繁

か
し
な
が
ら
ア
イ
デ
ア
あ

ふ
れ
る
弁
当
作
り
に
取
り

組
む
姿
が
目
立

っ
た
。

藤
岡
北
中

の
３
人
は
、

と
も
に
３
年
生
で
昨
年
に

続
く
最
優
秀
賞
。
「Ｈ
ｅ
ａ

ｌ
ｔ
ｈ
ｙ
　
ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ

ｎ
ｇ
　
Ｗ

ｅ
　

ｌ

ｏ
ｖ
ｅ

ｓ

ｈ

ｏ

ｎ

ａ

　

Ｈ

ｅ

ａ


